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岡大・広大・九大GSC合同プログラム







平成 27 年度、平成 28 年度は 19 名のジャンプステージステージ候補者を選抜しました。

平成 28 年度は７分野（生物、化学、数学、物理、地学、情報、農業）67 名、平成 29 年度は 61 名の
ステップステージ候補者を選抜しました。

島根県 広島県 山口県 合計 １年生 ２年生 男 女

年度 H28 H29 H28 H29 H28 H29 H28 H29 H28 H29 H28 H29 H28 H29 H28 H29
生物 0 4 17 11 1 0 18 15 7 7 11 8 6 12 12 3
化学 0 0 11 7 0 0 11 7 7 6 4 1 7 1 4 6
数学 0 0 12 7 1 3 13 10 7 9 6 1 13 6 0 4
物理 0 0 8 7 0 0   8 7 5 4 3 3 8 3 0 4
地学 0 0 3 4 0 0  3 4 1 4 2 0 3 4 0 0
情報 0 0 6 4 0 0  6 4 3 4 3 0 3 3 3 1
農業 0 0 8 14 0 0 8 14 4 7 4 7 3 8 5 6
合計 0 4 65 34 2 3 67 61 34 41 33 20 43 37 24 24
１年生 0 1 54 37 0 3 34 41
２年生 0 3 31 17 2 0 33 20
男 0 4 41 30 2 3 42 37
女 0 0 24 24 0 0 25 24







・准教授）
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平成 29 年度

身の回りの題材から探究課題を考える 網本 貴一
（広島大学大学院教育学研究科）



平成 29年度は、地元企業であるコベルコ建機株式会社によるセミナーなどを開催しました。

日　　程 :平成 29 年 8月11日（土）

場　　所：広島中央サイエンスパーク

参加者数：約 60名

内　　容：
昨年に引き続き、重機メーカーのコベルコ建機株式会社
様に普段知りえないショベルの仕組みや、重機の安定度・
掘削力の計算（グループワーク）を教わり、その後実際
に本物の重機が稼働する様子を見学しました。写真は、
広島大学とコベルコ建機様との共同研究講座で利用され
ている油圧ショベル「SK200」の前で、当日頂いた
KOBELCOキャップをかぶって撮影したものです。



H29 第三期ステップセミナー

講義　　ＤＮＡを分析してみよう
実験　　ＤＮＡを分析してみよう
講義　　科学研究において独創的とはどういうことか
実験　　科学研究において独創的とはどういうことか
講義　　植物の葉
実験　　植物の葉
講義　　『はやぶさ２』と地球外物質分析の基本の基本
講義　　ジルコン年代学から見る日本列島の形成
実験　　岩石の分類・分析
講義　　惑星科学～クレーターの科学
実験　　惑星科学～クレーターの科学
講義　　磁石の知られざる能力
実験　　磁石の知られざる能力
講義　　気候変動を予測する雲粒の化学
実験　　気候変動を予測する雲粒の化学
実験　　研究室見学・懇談会
講義　　ロボットカーの作成とプログラミング
講義　　センシングと移動ロボット
講義　　機械学習と人工知能
講義　　システムの信頼性・安全性
講義　　暗号のしくみ
講義　　大学レベルの作図
講義　　差分から微分へ
講義　　連分数の不思議
講義　　メビウスの輪
講義　　熱エネルギーと熱伝導
講義　　電磁波と光のドップラー効果
演習　　惑星状星雲のスペクトル
講義　　放射光科学研究センター講義・演習
講義　　食材のサイエンス、とくに肉製品における肉種鑑定を実施、実感する
実験　　カスピ海ヨーグルトの秘密
講義　　昆虫の形態観察と分類
実験　　昆虫の形態観察と分類



日　　時：平成 29 年 11月11日（土）
安佐動物公園特別セミナー「動物園はZoologyの坩堝Ⅱ！」（生物、地学、農業分野受講生参加）
会　　場：広島市安佐動物公園
参加者数：30 名
テ ー マ：「動物園は Zoology の坩堝Ⅱ！」
講師・内容　１．講義：動物園学入門！（動物診療係長　野田 亜矢子）
　　　　　　２．講義：研究する動物園（第二飼育・展示係長　畑瀬 淳、飼育技師　屋野丸 勢津子）
　　　　　　３．実験：動物園における研究を体感する１（第二飼育・展示係長　畑瀬 淳）
　　　　　　４．実験：動物園における研究を体感する２（飼育技師　屋野丸 勢津子）
　　　　　　５．観察：動物病院で診察の様子を診る（動物診療係長　野田 亜矢子）

半導体特別セミナー（化学、数学、情報、物理分野受講生参加）
場　　所：株式会社ディスコ　桑畑工場
参加者数：約 25 名
講師・内容　１．マイクロンセミナー（マイクロンメモリジャパン株式会社　三笠 典章）
　　　　　　２．基礎セミナー「半導体と物質科学」（広島大学大学院理学研究科　圓山 裕）
　　　　　　３．ディスコセミナー（株式会社ディスコ　塩津 聡）

平成 29 年度
平成 30 年 1月 6（土）、7 日（日）
ホテルガーデンバレス広島、
広島大学東千田キャンパス

【１日目】ポスター発表
　　　　 （広島大学留学生、フリンダース大学教員向け）
　　　　 ポスターセッション
　　　　 （ジャンプステージへの選抜となる評価）

【２日目】講演「BIOMIMICRY ～生物模倣：生物から学ぶ」
　　　　 （大原　昌宏　北海道大学総合博物館・教授）
　　　　 講演「ナノテク＋エネルギー、薬、ＩＴ、水…異分野融合！」
　　　　 （Joe Shapter　オーストラリア　フリンダース大学・教授）

平成 29 年度



受 講 生：松村くん
テ ー マ：なぜ同じ重さでばねの伸びが違うのか、
　　　　　加重と減重による板ばねの伸びの検証

【平成 28年度ジャンプステージ選抜者一覧】

No 分野 年次 題目 受入機関 指導教員
1 化学 3 ペクチンと糖の反応によるゲル化 広島大学理学部 教授・泉　俊輔
2 化学 2 アルギン酸膜の可能性 広島大学理学部 教授・水田　勉

3 情報 2 脳梗塞を感知し、その情報を他者に伝えるデバイスの研究開発 広島市立大学情報科学部 講師・谷口　和弘
講師・常盤　達司

4 情報 3
地震による建物の危険度予測マップの作成 広島市立大学情報科学部 教授・西　正博5 情報 3

6 情報 3
7 数学 3 差分による級数展開 広島大学理学部 助教・宮谷　和尭
8 数学 2 脈拍を分析することによって感情を読みとる 広島大学理学部 准教授・李　聖林
9 生物 3 タンポポの遺伝子研究～白い花のタンポポ～ 広島大学理学部 准教授・坪田　博美

10 生物 3 紫外線殺菌を効率的に行うには？ 広島大学理学部 准教授・松尾　光一
助教・泉　雄大

11 生物 3 納豆菌を用いた水質浄化作用 広島大学生物生産学部 准教授・長岡　俊徳
12 地学 2 東広島天文台スカイモニターを用いた大気中の積分微粒子量と夜

間気象との相関に関する研究 広島大学理学部 教授・川端　弘治
13 地学 3

14 農業 2 発酵食品における旨味は微生物のどのような作用によって引き起
こされるのか 県立広島大学生命環境学部 教授・入船　浩平

准教授・津田　治敏
15 農業 3 環境不適地における高品質農産物栽培と検証試験 広島大学生物生産学部 教授・実岡　寛文
16 農業 3

鳥類の性決定・性分化に影響を及ぼす要因ついて
広島大学生物生産学部 准教授・西堀　正英

17 農業 2 広島大学生物生産学部 教授・堀内　浩幸

18 物理 3 ネオジム磁石と鉄球を用いた平面スイングバイについて 広島大学理学部 教授・生天目　博文
客員教授・植田　義文

19 物理 3 なぜ同じ重さでばねの伸びが違うのか、加重と減重による板ばね
の伸びの検証 広島大学理学部 教授・圓山　裕



平成 28年度第二期ジャンプステージ受講生の活動成果について

日　　程：平成 29 年 9 月 3 日（日）―９日（土）
場　　所：オーストラリア・アデレード
　　　　　Frinders University ASMS 校及び Hamilton 高校
参加生徒：17 名（ジャンプステージ受講生 19 名中）
　　　　　（うち 5 名が ASMS 校、12 名が Hamilton 高校）
内　　容：ASMS 校において実施される ISF への参加グループと、
　　　　　Hamilton 高校でグループワーク、フィールドワークを
　　　　　行うグループの 2 グループに分かれて活動を行いました。



PAG (The International Plant and Animal Genome Conference) in ASIA 2017

日　　程：平成 29 年 5 月 30 日（火）
会　　場：Conrad Seoul、韓国
参加生徒：ジャンプステージ受講生２名
内　　容：ポスター発表

世界各国から参加する研究者とのディス
カッションを通じて受講生に国際性が付与
されることを目的として、第二期ジャンプ
ステージ受講生が、国際学会で課題研究発
表を行いました。受講生に、学会での科学
的な体験や得た成果を積極的に報告しても
らい、GSC 広島 HP に掲載しています。
https://gsc.hiroshima-u.ac.jp/activities/
000345.html　参照）

IEEE 関連国際学会であるアジアテストシン
ポジウム（ATS）において、ポスター発表を
行いました。今年は台湾で開催され、参加し
た受講生は現地の学生や世界各国から参加し
た研究者と活発な意見交換を行いました。

各 GSC プログラム実施機関の受講生が集まり、
課題研究発表を行いました。全国の受講生・大
学教員とのネットワークを築き、将来を見据え
た継続的な研究活動を展望する契機となるとと
もに、自らの課題研究・学習活動の発信を通し
て、新たな気づきを得る機会となりました。

The 26th IEEE Asian Test Symposium (ATS'17)

日　　程：平成 29 年 11 月 29 日（水）
会　　場：Palais de Chine Hotel、台湾
参加生徒：ジャンプステージ受講生７名
内　　容：ポスターセッション

日　　程：平成 29 年 10 月 7 日（土）、8 日（日）
場　　所：一橋大学一橋講堂
参加生徒：ジャンプステージ受講生 3 名
内　　容：ポスター発表
　　　　　ポスター優秀者による口頭発表
表　　彰：
　【優秀賞】阪本　愛さん（広島女学院高等学校 3 年）
　　　　　 福田栞奈さん（広島県立西条農業高等学校 3 年）

国際学会発表

全国受講生研究発表会



日　　程：平成 29 年 11 月 25 日（土）
会　　場：東広島芸術文化ホール「くらら」
参加生徒：ジャンプステージ受講生 11 名
内　　容：ポスターセッション
　　　　　（1 枚で未来を拓く！ポスターセッション内）
表　　彰：

広島大学未来に輝きま賞
【金賞（英語）】
　　　高東 佑輔くん（広島学院高等学校 2 年）
　　　“Can I guess what you’re feeling right now ?”

【銀賞（英語）】
　　　松村 遥河くん（福山市立福山高等学校 3 年）
　　　“Elastic Hysteresis of Leaf Spring Strain and Oscillation”

日韓交流ワークショップ
釜山大学と広島大学の連携事業内にジャンプ
ステージ受講生が参加し、課題研究発表や、
釜山大学の教員、現地の学生との研究交流を
行いました。

日　　程：平成 29 年 11 月 2 日（木）―4 日（土）
会　　場：釜山大学、韓国
参加生徒：ジャンプステージ受講生 4 名
内　　容：ポスター発表
表　　彰：高東 佑輔くん（広島学院高等学校 2 年）

成果発表会



【１日目】交流セミナー

日　程：平成 30 年 2 月 3 日（土）
場　所：広島大学東千田キャンパス
内　容：
　　開会式
　　交流セミナー① 講演
　　　題目：PHYSICS with BALLs
　　　講師：Nguyen Quoc Thinh
　　　　　　（ベトナム国家大学附属高等学校）

　　交流セミナー② ポスター発表
　　　お互いの研究発表を踏まえて、これまでの研究の中での様々
　　　な課題とその解決、今後の研究の展望や抱負等について、
　　　自由に意見交換を行いました。

　　交流セミナー③ 宮島地形セミナー
　　　題目：Geology of the Miyajima island, Japan
　　　講師：山川　純次 ( 岡山大学 )
　　ポスター発表優秀者表彰
　　　参加者による投票を行った結果、GSC 広島からは、
　　　高東 祐輔くんが第２位に選ばれました。

　　交流会
　　　立食形式で夕食を共にし、参加者同士の交流を深めました。

【２日目】宮島スタディーツアー

日　程：平成 30 年 2 月 4 日（日）
場　所：宮島、平和記念公園
内　容：
　　宮島への移動
　　　もとやす桟橋から出航し、世界遺産航路で宮島へ向かいました。

　　宮島セミナー
　　　題目：厳島神社の災害対策
　　　講師：山口　佳巳（広島大学）
　　平和公園への移動
　　閉会式

岡大・広大・九大 GSC 合同国際シンポジウム 2018

本シンポジウムは、グローバルサイエンスキャンパス実施大学の受講生が、自身の研究・学習活動の発信を通して新
たな気づきを得ることを目的としています。
また、ほかの大学の受講生等との交流により、今後に繋がるネットワークを築き、将来を見据えた継続的な研究活動
を展望するきっかけとなることを目指して企画したものです。
岡山大学、九州大学、広島大学のグローバルサイエンスキャンパス事業に参加している受講生、および連携している
海外の高校生（ベトナム、オーストラリア）38 名が参加しました。

開催概要



平成30年3月発行

URL: https://gsc.hiroshima-u.ac.jp/




